
文化庁委託事業活動報告会 

方言の保存と継承 
－3.11 被災地における取り組み－ 

 

日時：２０１５年５月２３日（土）10:00～12:00 

会場：関西学院大学図書館ホール 
 
           〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町 1番 155号 

  ▼位置：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス。日本語学会春季大会の主会場 

になるＢ号館からは徒歩約 2分。次のキャンパスマップ参照。 

 http://www.kwansei.ac.jp/pr/pr_001086.html 22番の建物 

▼交通：関西学院大学のアクセスマップ参照。 

http://www.kwansei.ac.jp/pr/pr_000374.html 

 

＜プログラム＞ 
 

趣旨説明：大野眞男(岩手大) 

挨  拶：鈴木仁也(文化庁) 

かだるびゃ・かだるべし青森県の方言 

今村かほる(弘前学院大)・大槻知世(東京大院生) 

昭和初期の郷土教育資料を活用して方言を伝える試み 

                       竹田晃子・大野眞男 

ありふれた日常を伝えるー生活を記録する方言会話集― 

佐藤亜実(東北大院生)･坂喜美佳(同)･内間早俊(昭和薬科大学付属中･高） 

被災地における方言教育の試み 

            小林初夫(浪江町立幾世橋小･福島市立岡山小) 

方言がつなぐ地域と暮らし・方言で語り継ぐ震災の記憶 ２ 

   杉本妙子(茨城大) 

方言教室―方言アフレコ体験ワークショップー 

            神田雅章(クリーク･アンド･リバー社)・鈴木仁也 

 

問い合わせ先：東北大学方言研究センター 

電話：022-795-5987 E メール：kobataka@m.tohoku.ac.jp 


